
 南幌町議会まちづくり特別委員会記録 
 

 【第９回】 

 令和  年 第 回議会（定例会・臨時会） （開会中・休会中・閉会中） 

 会議日時 
令和 ６年 ２月２１日 午後 １時３０分開会 

 令和 ６年 ２月２１日 午後 ２時４８分閉会 

 場  所  各種委員会室 

 出席者数 委員１０名中１０名出席 

 出席人員 

西股 裕司 家塚 雅人 湯本  要 

星  真希 熊木 惠子 佐藤 妙子 

細川美喜男 加藤 真悟 石川 康弘 

高橋 修平   

上記以外の出席者 側瀬 議長   

 欠席人員   

説明のため 

出席した者 
   

 付議事件 

【報告事項】 

①総務常任委員会 

②産業経済常任員会 

③議会運営委員会 

④広報特別委員会 

⑤一部事務組合 

・長幌上水道企業団議会 ・南空知公衆衛生組合議会   

・南空知葬斎組合議会  ・南空知消防組合議会 

 

【協議事項】 

（１）議会報告懇談会について 

（２）南幌町大規模災害時対応マニュアルの改定に 

ついて 

（３）その他 

 傍聴者  ０名 

 会議の概要  別紙のとおり 

上記記録は事実と相違ないので署名する。  

 

 令和  年  月  日   

 

南幌町議会まちづくり特別委員長                



 １ 

第９回南幌町議会まちづくり特別委員会会議録 

（R6.2.21 13：30～14：48） 

 

局長  ただいまより第９回南幌町議会まちづくり特別委員会を始めてまいります。

開会に当たりまして、西股委員長から御挨拶をお願いします。 

西股委員長  本日は朝から会議がずっと続いておりまして、非常に疲れているとこ

ろかなというふうに思いますけれども、これからまちづくり特別委員会を始めさせて

いただきます。今回につきましては、２３日に開催する議会報告懇談会を中心に話し

合いますので、皆さんいろいろ意見を出していただきたいなと思いますのでよろしく

お願いいたします。それでは早速始めさせていただきます。 

本特別委員会は本日１日間の日程で行います。委員各位に申し上げます。発言を行

う場合には挙手をして、委員長の許可を受けてから発言してください。質問は要点を

簡潔明瞭に発言してください。また、私語は慎むようお願いいたします。なお効率的

な議事の運営に努めてまいりますので、委員各位におきましても御協力をお願いいた

します。傍聴者はいないので、割愛させていただきます。 

本日の出席人員は１０名です。なお議長も出席していただいております。直ちに会

議を開会いたします。 

 

【報告事項】 

西股委員長  それでは報告事項から始めますので、総務常任委員会のほうからお

願いいたします。 

熊木委員  総務常任委員会の報告をします。総務委員会は２月６日と２月１５日

に開催しています。２月６日は、鶴城のカフェサロンを訪問しました。それでスタ

ッフとも懇談をして、戻ってすぐにまた委員会を開催しました。その委員会で話し

合いをしたんですけども、残した事項があったので２月１５日にも開催していま

す。それで、カフェサロンの懇談の感想と今後の取組ということで話をしました。

鶴城のほうはすごく雰囲気がよくて、人数がすごく多かったんですよね。男性も結

構参加していて、いろいろそれぞれみんなばらばらに座りながら話をしたり、地域

の要求を聞いたりして有意義だったと思います。あとはゲームなどに参加しまし

た。 

それから２番目に、定例会での代表質問についてということで委員会で話し合い

ました。議長も参加されていて、アドバイスなどもいろいろあったんですけれど

も、みんなの意見の中では、今回は代表質問はしないで、次回というか、６月だと

かいろんなところで考えていくという方向もあるのではないかということで、それ

ぞれの皆さんから意見を出してもらいました。 

それから３番目に、子ども議会について、ちょっと情報提供で多良木町でやって

いることだとか、新聞に載ったことなどの資料を提供しました。今この子ども議会

については、広報・広聴のほうでもやっていくということなので、その資料を提供

したぐらいで終わっています。あとは議員のなり手不足の討議をまち特の中でやっ
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ていたんですけれども、投票率の低下について、選管が一応総務委員会の所管でも

あるということで、一度総務課に来ていただいて懇談してはどうかという話をしま

した。局長のほうにも伝えてもらっていて、先ほど総務課長と話ができたんですけ

れども、資料などでもし必要なものがあれば言ってくれれば事前に用意しますとい

うことで、ちょっと３月は議会もあるので中旬以降になるかなということで伝えま

した。これは総務委員会で懇談するんですけども、ほかの委員の方も傍聴して見る

ということもいいのかなと思いました。 

あともう一つは、まちカフェの取組について、これも委員会としてもやっていき

たいねという話をしたんですけれども、これも広報・広聴のほうで議論していくと

いうことなので、そこで終わりました。 

最後に、２月２３日開催の議会報告懇談会についてということで、これは今この

後話し合われるのでここまでです。以上です。 

西股委員長  この件について、何かご意見ありますか。なければ後から一括で進

めます。続いて、産業はないですよね。 

石川委員  産業経済常任委員会は特にやっておりません。ただ、委員会として開

いてはいないんですけれども、それぞれ委員同士での情報の連絡の中で、代表質問

をしていくということで話は確認しております。どのような形にするかはまたこれ

からお話しして、当日に間に合わせるようにしようと思っております。以上です。 

西股委員長  議運のほうは。 

佐藤委員  運営委員会のほうも、前回以降の委員会は開催しておりません。次回

は２月２８日に委員会を予定しております。以上です。 

西股委員長  広報特別委員会は。 

細川委員  広報特別委員会のほうでは、特に会議等は行っておりません。ただ、

今回の議会報告懇談会について、私と副委員長と事務局に入っていただいて、案の

協議をしております。その後、委員各位にはメールで書類を確認していただき、何

かありましたら連絡をということで、書面会議みたいな形でやっております。そし

て本日の案を作成しております。以上です。 

西股委員長  続きまして、一部事務組合の関係ですが、長幌は。 

家塚委員  前回の会議から長幌上水道企業団の会議はありませんが、来週の２７

日午後２時から、南幌町の議場で議会が開催される予定です。以上です。 

熊木委員  公衆衛生組合は、２月２８日に開催されます。 

加藤委員  葬斎組合は、明日定例会の予定です。 

家塚委員  消防組合も前回の会議から開催がありませんが、来週２月２６日の１

０時から、栗山町のほうで定例会が開催される予定です。 

側瀬議長  道央廃棄物処理組合は、先般定例会があって今年の予算も決まって、

そしてあとはもう４月１日から、もう実際には稼働しているんだけども、持ち込み

のごみまで全部受け入れる形の中で進めていくと。あとは外構関係が残っていると

いうことで、もう既に供用開始と同じ状態で進んでいるということです。 

それとふる圏については、２６日に定例会が予定されているということで、先般

同様な形で行って、あとは今回出ていたバスの件とかそういうものも出てくるの
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で、町がどういうふうに伝えているのかはまだわからないんですけども、そういう

話も徐々に広域連携で、住民の足の確保についてそういうところのお金を使ってい

ければなという感じで思っているんですけど、あくまでも流用しながらのお金なの

で南幌だけの話にはならないので、その辺についてはまた話をしながら、連携でい

ければそういうバスのお金も補填できるのかなと思っているので、そういう話もし

ていきたいなというふうに思っています。 

 

【協議事項】 

（１）議会報告懇談会について 

西股委員長  それでは早速協議事項に移ります。まずは資料の確認だったのです

が、懇談会の関係につきましては、懇談会の案というのと、懇談会の資料と、アン

ケートの３つになります。それと大規模災害の対応マニュアルについてということ

で、以上の４種類があると思いますが、よろしいでしょうか。（はいの声） 

それでは早速、議会報告懇談会についてということで、これにつきましては広報

特別委員会のほうで説明をお願いいたします。 

細川委員  それでは南幌町議会報告懇談会案をごらんいただきたいと思います。

まず日時なんですけれども、２月２３日金曜日の祝日ということで、午後２時から

保健福祉総合センターあいくるの１階、あいくるホールで開催したいと思います。

なお、集合時間なんですけれども、午後１時３０分までに集まっていただきたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

それではまず１番目なんですけども、副議長より開会を宣言していただいて、司

会進行をお願いしたいというように計画しております。２番の主催者挨拶は議長か

らお願いいたします。３番の委員会報告ですけども、こちらはまず一つ目として、

まちづくり特別委員会から総務常任委員会、産業経済常任委員会、議会運営委員

会、そして広報特別委員会の順に、各委員長から資料に基づいて報告をお願いした

いと思います。なお、こちらの報告が終わりましたら２番ということで、南幌町の

主な事業等の情報は担当常任委員会からの説明ということで、逐次担当が変わると

思いますけども、別紙の資料の内容で説明を簡単にお願いしたいと思います。続い

て４番目の懇談会の進め方なんですけれども、こちらの説明については一応私のほ

うから説明するということで考えております。基本的な考え方なんですけれども、

懇談会の参加者が１０名以上の場合は、分散型として２班に分けて懇談します。班

分けは当日の受付順で、１班は奇数の人、２班は偶数の人として、当日事務局から

発表していただきます。続いて５番目には、移動していただくということで、１班

の方は後ほど説明しますけども、あいくるホールの後ろのほうに席をつくって懇

談、２班につきましては２階の会議室で懇談ということになります。次に６番目の

懇談会なんですけれども、一応１時間３０分程度で、途中で休憩を１０分ほど挟み

ながら、この時間帯で懇談をしていきたいと思います。ただ、時間制約はありませ

んので、オーバーする場合もあるかと思います。なお、進行の状況は事務局のほう

で状況報告しながら調整していただいて、全部が終わった時点で７番目の移動とい

うことで、これから説明しますけども開会時の場所へ移動していただきます。それ
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から８番目、全員が開会時の場所に戻りましたら各班からの発表ということで、後

ほどこれも説明いたします。９番の講評・挨拶は議長にお願いしたいと思います。

１０番目、閉会ということで副議長の閉会宣言で閉会したいと思います。 

次の２ページ目をお開きください。役割分担の案です。班割ですけれども、まず

１班は熊木議員に座長をしていただいて、副座長は高橋議員、それと私がつきま

す。２班は石川議員が座長で、星議員が副座長、そして西股副議長がつきます。同

じく記録・発表ということで、まず記録は２人でしていただくんですけども、発表

者は、１班が家塚議員。それから同じく湯本議員ということで、湯本議員は記録の

ほうで協力をお願いしたいと思います。続いて２班は佐藤議員が発表者で、加藤議

員と一緒に記録をしていただきたいと思います。なお、その下に書いてありますけ

れども、今回は町職員の方が来られた場合は傍聴者とするということで、傍聴者席

を各班の近くに席を設けて傍聴していただくというふうに考えております。終わり

ましたら、閉会後にアンケートの回収ということで、後ほど案が出てきますけれど

も、事務局のほうで回収していただくこととします。 

続いて備品の一覧の案なんですけれども、こちらのほうは大体１班１６名で計画

してつくっております。細かい内容は割愛させていただくんですけれども、人数が

増えた場合は随時席を増やすということで、ご協力をよろしくお願いいたします。

なお１０人以下になって１班でやる場合は、あいくるホールで後ろの席を増やして

実施したいと思います。 

次の３ページなんですけども、会場図の案になります。まず、これはあいくるホ

ールの図面なんですけども、横断幕をつくってその前に議長と副議長に座っていた

だいて、向かって左側が総務常任委員会、右側が産業経済常任委員会の方に並んで

いただきます。前のほうには参加者の方の椅子だけを用意したいと思います。ここ

に線が入っていますけども、区切りがなくてですね、１班の懇談の配置になりま

す。ホワイトボードを用意してロの字型で懇談をしていただくというふうに考えて

います。傍聴席は、席から比較的近い所に座席だけ用意したいというふうに考えて

いますので、よろしくお願いいたします。 

次の４ページに移ります。４ページは２班のほうの見取図なんですけども、２階

の会議室ということで、あいくるホールと同じようにホワイトボードを用意しまし

て、ロの字型で、傍聴席を用意して懇談ということで計画しております。以上、概

要なんですけれども、このような形でまずは考えております。 

西股委員長  今までのこの懇談会案について協議していきたいのですが、まず開

会の部分は、司会進行というのは私は頭の部分だけ言って、そのあとは議長が挨拶

したあとそのまま議長が司会進行するというふうになると思います。今までも全部

そういうような流れだったと思うんですが、そういうことでよろしいですか。（はい

の声） 

次に委員会の報告ということなのですが、この順番でこういうふうにやりますよ

ということでよろしいですか。（はいの声） 

４番目の進め方の中ですが、１０名以上の場合に分けるということで、開会時点

で１０名を切っている場合にはそこでやると。そして開会後に増えてきてもそのま
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ま分科会式ではやらないということでよろしいかどうかというところをまずは確認

させてもらいます。それと、班を分ける場合には、奇数・偶数の関係は当日受付で

書いた名簿に基づいて事務局でやるということですので、それでお願いいたしま

す。とにかく時間がない中で、３０分で後から出る資料について説明して、そして

移動してということになってくるので、その辺もスムーズにいくような形で考えて

いきたいというふうに思っております。それと、各班からの発表については先ほど

言ったように発表者が発表するということで、９番目には議長のほうで講評と最後

の挨拶をしていただいて、最後に閉会という流れでございます。この中で何かあれ

ばご質問を賜ります。 

熊木委員  すごく簡単な話なんですけどれも、班で分かれた時にロの字に座りま

すよね。その時に議員側がホワイトボード側のほうに座るのでしょうか。そういう

形を一応決めておいたほうが、当日ばたばたしなくていいかなと思って。 

西股委員長  では、ボード側に議員が座るというようなことでよろしいですか。

（はいの声） 

ではそのような流れで受けようということで、ほかに何か漏れているところなど

があればお願いします。 

細川委員  少し補足です。後ほど資料のほうで説明しようと思ったんですけれど

も、役割分担で記録に当たっている方は、今日の資料にはついていないのですが、

専用の用紙を用意していますのでそちらに記入して整理していただいて発表してい

ただくという形を取っていますので、よろしくお願いいたします。 

西股委員長  当日その資料があるということで、お願いします。ほかになければ

資料のほうに移りたいのですが、よろしいですか。（はいの声） 

それでは資料の説明をお願いいたします。 

細川委員  それでは広報特別委員会のほうから報告させていただきます。まず、

資料の表紙なんですけれども、先ほどの開催の次第ということで、こちらのほうを

記入しております。これは同じです。前と違うのが、１番下の議会懇談会の部分で

す。町民の方が５人以上で個人・団体からの申請で随時開催することができますと

いうことで、紹介を入れさせていただいています。次のページなんですけども、議

会の動きということで、こちらは各委員会からの報告なんですけども、先ほど少し

説明しましたように、議会まちづくり特別委員会から総務常任委員会、産業常任委

員会というように、こちらの順番で各委員長から簡単に説明をしていただきたいと

思います。それが終わりましたら、南幌町の主な事業の情報ということで、こちら

は各担当常任委員のほうから簡単に説明をしていただきたいと思います。なお、一

番最後のページの議会の情報という部分なんですけれども、こちらは情報提供とい

うことで説明は割愛させていただいて、後ほど見てくださいという形で言ったほう

がいいかと思いますので、そういうことでよろしくお願いしたいと思います。 

西股委員長  という流れなんですが、ここの議会の動きと町の動き、これらを含

めて大体頭の部分を抜かしても２５分前後でやらなければならないということなの

で、かなり飛ばした中での説明になろうかなというふうに思っております。各委員

長の方はよろしかったでしょうか。 
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石川委員  町の動きについては大方産経の関係なんですけれども、前回と同じよ

うに副委員長にやっていただくように一応原稿をつくってきますので、それを読め

ば大体その時間で収まるような形で、アドリブは控えるような感じでやりますので

大丈夫だと思います。 

西股委員長  今、そういうような発言があったわけですけれども、ほかに何かあ

りますか。 

最後のページの後ほどごらんくださいというのは、議会の情報ということでこち

らのほうから連絡させてもらいます。この内容等は問題ないですか。これは１０月

の町の行政懇談会の資料ですから、そういうことでよろしいですか。（はいの声） 

それでは最後にアンケートの関係です。これはいつもと同じような内容で今アン

ケート案を出されているのですが、この内容等でよろしいかどうか。変える点があ

るのであれば、どういうふうにするかという部分について協議させていただきたい

と思うのですが、このままでよろしいですか。（はいの声） 

ではこのアンケートを使うということで進めます。それでは２３日は１時半に集

合してやるということでよろしくお願いしたいと思います。それと細川さんのほう

からまた一つご提案があるということでございますので、よろしくお願いします。 

細川委員  強制ではないんですけれども、報告懇談会が終わった後、大体時間に

して５時半ぐらいからかと思いますが、軽く慰労会をしたいということで、大体会

費４，０００円程度で実施したいと思っているんですけども、皆様のご意向と、出

席できないという方がおられましたら予約の関係もあるのでお聞かせいただければ

と思います。まず、来られないという方はいますか。（なしの声） 

それでは全員出席という形で計画したいと思います。場所と金額については当日

お話しいたしますのでよろしくお願いいたします。 

西股委員長  ということで、終わってから反省はしないんですけれども、また軽

く懇親会をしたいということでよろしいでしょうか。（はいの声） 

側瀬議長  あと、それぞれの委員会に発表してもらうのはもちろんなんだけど、

一部事務組合は前と変わったことがあればというふうに振るから、その時に誰か代

表して言ってくれれば。まだ定例会が終わっていない一部事務組合があるので発表

できないと思うので。もし終わっているところがあって、変わっている部分。道廃

であれば４月１日から供用開始しますよとか、そういう情報は出してもいいけど。 

西股委員長  みんな来週なんですよね。 

側瀬議長  そうだよね。もしあれば、振るのでなければないと言ってくれれば。 

西股委員長  そういうことでよろしいでしょうか。（はいの声） 

 

（２）南幌町大規模災害時対応マニュアルの改定について 

西股委員長  それでは、協議事項の２点目です。南幌町議会大規模災害時対応マ

ニュアルということで、ちょっと改正案をつくらせていただいております。何が変

わったかというのは、裏のその他の部分です。大規模災害の定義に該当しない場合

には、必要に応じてＬＩＮＥＷＯＲＫＳ等を用いて議員と議会事務局員で情報を共

有することとするということで、小規模な災害の場合で、事務局のほうで議員に周
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知したほうがいいという状況のものがあった時には、ＬＩＮＥＷＯＲＫＳで全員に

連絡が行くということです。その際には、各自所在について報告すると。ですから

事務局のほうから連絡が入った段階で、ＬＩＮＥＷＯＲＫＳに基づいて連絡を返す

と。居場所をはっきりさせるということなんですが、これは基本条例の中でも一応

連絡することというのは決められているので、大規模の時でも何でも連絡はしてお

いてくださいということでひとつよろしくお願いしたいのですが、これについて何

かあればお願いいたします。 

議会事務局主査  補足というわけではないんですけれども、今回この大規模に定

義しない場合というようにうたっているのですが、我々議会事務局、局長以下職員

は、災害対策本部ということで、町の防災マニュアル上震度５以上にならないと参

集がかからないような状況です。なので、例えば震度３とか４でも私たちには情報

が降りてこないようなことが想定されますので、その際には事務局と議員の中でこ

のＬＩＮＥＷＯＲＫＳを使いながら、被害状況がどうなんだとかいうやりとりがあ

った時に、局長が総務課の防災担当のほうに問い合わせをして、情報を得て皆さん

に周知するというようなことを明記したのが、今回のこの防災マニュアルの意味と

いう形になりますので、ご理解いただきたいと思います。当然先ほど委員長が言っ

たとおり、議会基本条例のほうにも大規模でも小規模でも同じく連絡体制を確立す

るというようにもうたっておりますし、その際には自らの安否と所在を連絡すると

いうふうに、ここではＬＩＮＥＷＯＲＫＳとはうたっていないんですけども、この

マニュアルのほうでこのツールを規定させていただいたという形になります。以上

です。 

西股委員長  ということでございます。基本条例に載っていたのは今わかったよ

うな状況でございまして、載っていてもこのマニュアルの中で記載しておくという

ことでいいのかなと思っておりますが、この件につきまして何かあれば。 

加藤委員  これは時間を問わずという考えでいいんでしょうか。大規模な時であ

れば、時間も関係なく生存確認などが必要かなと思うんですけれども、小規模の定

義というか、大規模災害に定義されない場合、時間帯の考え方というのはどういう

ふうに受け止めればいいのかなと。 

西股委員長  単純にＬＩＮＥＷＯＲＫＳで情報が入った段階で、どこにいるかを

はっきりさせてくださいということです。 

加藤委員  時間は夜中でもということですか。 

側瀬議長  まず、一報は事務局から入れてもらうから。それで既読になっただけ

でわかるだろうし。大体災害の規模が大きくなったら、おおむね自分たちのことが

先だから、やっぱり２時間ぐらいまでに何もつかなかったとか、何も連絡がなかっ

たらそういう扱いにするという形で。他の千歳川でも何でも、うちらもその中に入

っているので、まず一報を入れる前に、自分たちの家族とかいろいろあるから。そ

の部分をやって、２時間は待ってそれから何もなかったら、逆にこちらから連絡を

入れるような形でするし、あとは大きい災害では既読だけではやっぱりちょっとな

かなか。小さいやつだったら大体わかるけども、その辺は誰かしら全員がチェック

できるようになるので、既読を見れば。 
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局長  あとは先ほど梶田主査から話がありましたけども、我々は震度５強以上の

地震が発生した時に呼ばれるということなんですけれども、それ以外でも例えば部

分的に停電だとか、あとは長幌のほうで赤水が出たとかという想定がされるので、

そういう情報が入った時は私のほうから皆さんに情報提供しますので、例えば自分

の地域でそういう状況がないかどうかだとか、そういう部分を報告してもらえれば

と思います。 

側瀬議長  逆に事務局の誰かが連絡をくださいと言ったら、あんまり余計なこと

は書かないで、大丈夫なら大丈夫とか、無事とかそんな感じであんまり長くだらだ

ら書かないということで、そんなことで備えておいてください。 

細川委員  質問なんですけれども、大規模災害の時にＬＩＮＥＷＯＲＫＳが万が

一パンクしたりして使えないという時は、何か違う方法があるのかをお伺いしたか

ったんですけども。 

側瀬議長  そうなればもう電話で、電話もだめだったら、あとはわざわざやって

来るという話にもならないから、開通するまでは仕方ないでしょう。 

西股委員長  最大限はもう仕方がないというか、集中するのでどうしても使えな

いというのはあり得るから、それはそれで受け止めておいてほしいと思います。 

だから２時間というのがあるので。 

側瀬議長  大体２時間ぐらいしたらほぼ復旧しているみたいなので。 

西股委員長  大停電だとかでなければ大丈夫だと思うので、何かあった時にはそ

ういうような連絡網の中で動けばいいということで。南幌町議会の場合、大変申し

訳ないんですが３名を抜かしたらみんな町内の２キロ圏内にほとんどの方がいます

ので、何だかんだ連絡をつけようと思えばできる可能性というのはあるので。そん

なことで、これはたまたま今回議長からちょっとどうだろうかという声を受けてや

っているんですが、随時こういうものの変更はあり得るのかなというふうに思いま

すので、これに限らずここの所を直したほうがいいんじゃないかという部分があれ

ば、どんどんやはりいろんな議会に絡めた条例等がありますので、それを見た中で

進めていただきたいと思います。今日はここまでなんですが、このほかでもまだや

らなければならないことはありますので、それらについても今後いろんな形で協議

しながら進めていきたいと思うのですが、よろしいでしょうか。 

側瀬議長  どちらにしても、普通の時のやつは基本条例の中にうまく明記したい

なと思っているので、その時にはまた皆さん方に見てもらって進めたいと思いま

す。 

西股委員長  条例の中に入れるか解説の中に入れるか、いろいろやり方はあると

思うのでその辺もいろいろ検討した中で進めるということでよろしいでしょうか。

（はいの声） 

 

（３）その他 

西股委員長  それではその他の関係なんですが、一般質問の関係です。執行方針も

含めてなんですが、前回の委員会では皆さんでやりましょうということで確認は取れ

たのですが、残念ながら総務委員会は今回代表質問ができないということで、それは
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いいんです。ただ、私も今回総務委員会を傍聴させていただいたのですが、その中で

一番最初に何をどういうふうにしましょうかと言った時に、意見を出したのが１人だ

けだったんですね。ほか４人から何も意見を聞いていない中で、何かごちゃごちゃっ

となってやめたというような感じになったので、ここら辺の持っていき方がこれでい

いのかなというのは若干ありました。今回はどうしてもできないというのはいいので

すが、やはり皆さんの中でこういうものについてやりたいとか、そういうものの頭出

しというか、そこらの意見をみんなが出していないというのが、ちょっとあまりよろ

しくないかなというふうに受け止めたのですが、その点についてはどのように考えま

すでしょうか。だからこれがだめだったら、それはそれで結果なのでいいんです。た

だ、それをやる経過の中で、やはり委員会として話す時に皆さんから意見を聞きます

よというふうに委員長が多分事前に言ったと思うんです。その中で意見が出されてい

ないというものに対して私は今言っているのですが、ほかの委員の方はどうなんでし

ょうか。 

熊木委員  先ほど報告したように、２月６日と２月１５日ということで、６日の日

の議題にもあったんですけれども、時間もなかったので考えてきましょうということ

で宿題にしました。私の進め方も悪かったのかもしれないんですけれども、何が何で

も代表質問をする必要があるかというあたりが、ちょっと自分の意見もありましたし、

あとは他の皆さんも考えてきてどうだったのかというところで話を進めていったつ

もりなんですけれども、副議長が感じられるように活発ではなかったという意味では、

今後の委員会の運営についても考えていかなければだめだなと今少し感じていると

ころです。 

西股委員長  私が思ったのは、そうであれば最初に考えてきましたかという話では

なくて、やりますかという話し合いを先にやられたほうがよかったのかなと。１人だ

けからこういうものについてやったらどうなんだろうかという意見が出てきて、ほか

から意見が出ない中で何か知らない間にそういうような話になっていったという部

分の経過があまりよろしくないかなという感じに受け止めたのですが。だから何かこ

ういう問題について代表質問するという、そのタイトルの部分が何も出されていない

というか、１名だけだったので、そこが少し気になったといえば気になったかなと。

それよりもやらないほうになってしまっているから、それであれば最初に今回の代表

質問はどうしますかという話から進めていったほうがまだよかったのかなと。考えて

きた人にとっては何で私だけと思う部分もあるかもしれないし。議長のほうからもい

ろいろアドバイスをしていたんですが、議長のほうからは何かありますか。 

側瀬議長  代表質問で難しい質問をしろと言っているわけじゃなくて、総務なら総

務、産経なら産経で頭出しのものやれば、意外に町民も安心すると思うんだよね。だ

から産経だったら農業とか商工会の気になる部分について、これはどうなんだって。

きちんとした答えまでもらわなくてもいいので。そうしたら、それに今度は関連して

個人でそこを攻めていくとか。だからいろんな形でやってくれれば、町民というのは

安心するので。その時その時にする個人の質問も大事だけど、今密接しているものと

か、今必要なものだとかも沢山あるからね。今感じられるかどうかはわからないけど、

教育だったら教育で、今はもう早速働き方改革で子どもたちのクラブ活動をどうする
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んだとか、それを教育委員会はどう思っているんだとか。あとは南幌町の教育は空知

の上位にいるので、その今までやってきた成果がどうなんだとか、だけどその成果を

どのようにやっていくんだとか、大きくどんとやってくれたらなと。あとは病院だと

かいろんな項目があるので。せっかくごみやなんかでもやっているんだけど、ただ調

査しているだけで、それをどこかで訴える場所がなかったら、せっかくやっている意

味がないんじゃないかなと。議会が一生懸命子どもたちの通学路の見守りとかごみに

ついてもやったんだけど、その後どうやって町としてやっていくんだとか。あとは答

えをもらったらそのあとの再質問、再々質問は普通の一般質問の時はいらないと思う

んだよね。そうしたらそれを聞きながら、また他の議員が追求していけば、やっぱり

一般質問というのは継続していかなければ意味がないから、単独で終わったら町がそ

こを答えたら終わりだという話なので。だから商工会だって大きな問題があるし、も

う温泉周りだとかいろんなこともたくさんあるわけだから。それをやって、その中身

のことは個人でやってくれたら、代表で総務は総務、産経は産経でやってくれれば町

民から見たらいろんな部分でやってくれているんだなというのが見えるんじゃない

かなと。ただ一般質問を見える化をしたいというだけの話だから。その内容を細かく

して再質問、再々質問までいかなければいけない質問をやろうとするから、いやちょ

っと今回は無理だとかってなるけど、何も無理ではないし、執行方針を聞かなくても

大体もう言ってくることは想定できるので。やっぱり個人の質問を優先すると、そう

いうせっかくの部分がなくなるんじゃないかなというのが自分の考えで、ずっと今ま

で見ているので。だから何かもうパフォーマンス的な質問だとか、そしてもうあんな

に追及したって何もやらないと言っているのに、何であんなところにとか、もっと時

間を短くしたほうがいいとか、若い人がそういうことを言っているからもったいない

なと。代表でやっていて、中身に入っている時に答えないからこうやってやったと言

っておけば、みんなやっぱりストーリーがなかったら面白くないでしょう。短編小説

じゃなくて、やっぱり長期化で大河ドラマみたいにやってくれたほうがいいかなと思

っては見ているんだけど、まあこれは自分の理想だからね。この間熊木さんにちょっ

と自分の思いを書いて渡したんだけど、あんまり難しく考えたら何もできないから。 

西股委員長  私個人としては、昨年議員に新しい方が増えてきているという中で、

やはり集団である程度やっていくことで、そのよさをみんなで議論することでいいも

のができないかなという狙いは一つありました。ですから一般質問なので個人でいろ

いろ考えるのもいいんだけども、やはりその中で産経なり総務なりでいろいろ話をし

て、一つのものをつくり上げていくというのもやはり方法としてはいいのかなという

ふうに思って、代表質問ということで言わせていただいております。ですから難しい

面もいろいろあるかもしれないんですけれども、やはり協議する場というものがなか

ったらやはり難しいのかなと。そういうことによって人を育てていくというのも一つ

あるんじゃないかなというように思いますので、今回できない部分うんぬんよりも、

そういう流れの部分のほうが私個人的にはあまりよろしくないかなと思ったもので

すから今回言わせていただいています。やはりやるのであればもう少し前向きにやっ

てもいいだろうし、次は例えば６月にするというのであれば、６月までにどのように

やるのかということをやらなければならないということになってくると思います。と
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にかく執行方針というのは今回しか出されないわけですから、それを受けての質問と

いうことになると、やはり３月が一番適期なのかなというふうに思いますので、その

辺の中で言わせていただいております。ですからこれに対して何か意見があれば賜り

ますので、よろしくお願いしたいと思います。 

佐藤委員  今のお話を聞いて感じたんですけれども、３月議会は執行方針が出てき

て代表質問をする時期としてはいいというお話があったんですが、それであれば、自

分の思いは、毎年３月議会は代表質問するということを決めたほうがいいんじゃない

かなというふうに思いました。毎回何月に総務・産経で代表質問をいつするのかとい

う協議をするのではなくて、毎年この３月は代表質問するんだということが決まって

いれば、それに向かってやはり気の持ちようも違うのではないかなというふうに、私

個人では感じています。 

西股委員長  とりあえず一般質問の関係については、昨年私は全員が３月の第１回

定例会では質問するようにということで、ちょっと非公式なんですが定例会後の直会

の最後に話をしております。それを受けて、１月のまち特の中でどうせやるんだった

ら代表質問でやりませんかということで、産経と総務とに分かれたんです。それが初

めての話で、今ここに来てから毎年定期的にやったらどうかという話よりも、その段

階でやる、やらないと決めていたほうがよかったのかなというふうに思うんです。今

ここまで来ての話ではないと思うんです。やるのであれば、もっと早くにこれはでき

ないかという話だし、今回できない部分についてどうのこうのという話ではないんで

す。それよりも、やはり中でどのように協議をされるんですかということをもっとや

はりみんなで考えていただきたいなというのが私の思いなんです。 

石川委員  いろいろお話を聞かせていただきましたけれども、以前もできるだけみ

んな全員で一般質問をしましょうというようなことで、いろいろやったことはありま

した。それはその時の流れの中でよかったと思うんですけれども、今回も同じような

形に呼びかけはしていますが、決して強制する必要はないと思うんですよね。できる

だけ出しましょうよというような形のものでよろしいかと思うんです。それと、今回

委員会からの代表質問という形で言われていましたけれども、私は決して３月にあわ

せることはなくて、ずっと年間を通して常任委員会として活動しているわけでして、

その時々によっていろいろ調査したりだとか、みんなで討議したりした中で話として

ある程度まとまっていけば、ならば６月とか９月の定例会で理事者にぶつけようだと

か、そのような形もあろうかと思うので、決してそれは３月にあわせる必要はないと

思います。ですから、やはり議会活動はそれぞれの個人の議員活動の中で思ったこと

をやるのが一般質問であり、それは自由な立場ですから尊重させるべきだと思います

し、ほかの代表質問においてもやはり同じようなことがあっていいのかなと。ですか

ら今この３月に集中させるということに別にこだわる必要はないのではないかとい

うふうに思います。 

熊木委員  今副議長が言われた直会の時に全員が一般質問すると話したというの

は、ちょっとグループが違ったからか、私は聞いていなかったんですよね。それから

代表質問というのは、副議長のほうから総務でちょっとそういう話をしてはどうかと

いうのはありました。それでそのテーブルに乗せたんですけれども、以前から側瀬議
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長のほうからは、代表質問という話はよく出ていました。それで、私はこの前も皆さ

んの前で言ったかもしれないんですけども、私個人の意見としては、別に会派がある

わけではなくて、この１１名という少人数の議会の中で代表質問を必ずするというよ

うに持っていくということが必要あるのかというのは、いまだにやっぱり思っていま

す。だからその時の大きな流れで、例えば今までは市町村合併があったりとか、町に

大きな建物をつくるので、それについて議会でもいろいろ検討しながら、やっぱりこ

れは誰かが代表でやったらいいというような話題とか、そういうことがあった時はそ

れはやぶさかではないと思うんですけれども。 

総務の中で話した時に、今傍聴されて積極的な意見が出なかったと言われたんです

けれども、総務委員会はなかなか改選になって新しいメンバーで委員会をやっていく

のに、所管のことはたくさんあるけれどもいっぺんに全部はできないので、順番に福

祉とかいろいろやってきていて、まだまだほんの一部なんですよね。だからそういう

意味では、例えば委員会でこれをもうとにかく調査して、担当に聞いてもなかなかそ

の回答が得られないので、やっぱりそれを総務委員会としてまとめて質問していこう

というのはあってもいいのかなと思います。だから無理やり今ここでというのはなか

なか、私のリードの仕方が悪かったのかもしれないんですけれども、皆さんからもち

ょっとそういう意見というか、では誰かがやりましょう、誰にやってもらいましょう

というふうにはならなかったというのが実態ですし、私の今の考え方もそうです。 

西股委員長  ちょっと勘違いしないでほしいのですが、私は総務が代表質問をやめ

たことに対してどうのこうのという話ではないんです。それは委員会で決めたことで

すから、それは尊重しますということは一番最初に言っています。それよりも、運営

の仕方の中で、意見がほとんど出ていない中で協議があまりなされていなかったと。

私はこういうことで代表質問をやったらどうなんだろうかという案を出した方に対

して、ほかの方の意見が何もないし、そういう中で、例えばやる人いないからやめま

すという話になるのであれば、これを考えてきた人は逆にどういうことだったんだろ

うと思うんです。ほかの人は意見を出していないんですから。そしてそれに対しての

意見も何も聞いていないので。ただやる、やらないの話になってしまったから、それ

を私が今言っているだけなんです。やるのであればやはり一番最初にやるかやらない

かを決めればいいだけの話で。やはり新人が多いということになってくると、例えば

組み立ての仕方の中で、いろんなベテラン級の人もいるわけですから、そういう中で

こういう意見も入れたらいいんじゃないだろうかということで代表質問みたいな形

でやろうということでいければよかったのかなというのが私の思いです。ですから今

産経にもそういうことで、みんなからの意見を聞いた中でこういうふうにしましょう

という話を委員長とはしていますから。ですからやはり意見をどうやって吸い上げて、

どういうふうにしていくのかというのは、やはりこれから求められるのかなというふ

うに思います。ですからやめたからどうのこうのということでもないですし、代表質

問を３月に絶対しろと言ったわけでもないんです。ただ、執行方針が出されるのは３

月の定例会ですから、それに目がけて議員のほうから何もないのかという話にはなら

ないようにしましょうということを言って、１２月も１月のまち特でもそうですが、

全員がやはり一般質問できるようにしましょうと。そのような心構えでいきましょう
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ということだったんです。出せないというのはどうして出せないんだろうかなと思う

ぐらいの話だけです。ですからやるのであれば、次はやはりそのような学習の場だと

いうのを少し頭に入れながらやられるのがいいのかなというふうに思います。たった

１１人しかいませんので、やはり即戦力としてどんどん意見を出していただくという

のはこれからもやはり必要なことだと思いますので、あまりいい話をしないので申し

訳ないですし、頭にくることもあろうかなと思いますが、私はそういうふうに思いま

したのでちょっと言わせていただきました。何かこれについて意見があれば言ってく

ださい。 

家塚委員  今回の代表質問について、少しプロセスが少なかったのかなというご意

見もあるのかなと思います。執行方針が３月に出されて、それなりに町の方針なりが

示され、当然それぞれの所管があるので、それに対していろんなことを質問するとい

うのは当然必要なのかなと思っています。ただ、私も今回初めてということもあって、

言い訳に多分なるんだろうと思いますが、十分その辺の認識が足りなかった部分は自

分なりに反省もしていますし、今回私の今までの行政の経験の中であった部分で早め

に一般質問を出させていただいたんですが、今後は十分その辺のプロセスを考えて、

総務は総務なりに議論を重ねていくのが必要なのかなというふうには思っています。 

西股委員長  せっかく総務と産経の２つの委員会があるわけですから、その中でい

ろんな意見が出されながら一つのものが出来上がっていくというのはやはりいいこ

とだと思うので、今後においては今家塚議員が言われた部分も踏まえた中で、各委員

会がやっていただければなというふうに思いますが、いかがですか。そこまでする必

要がないということであれば、それはそれで意見として聞きますし、議長は何かあり

ますか。 

側瀬議長  議会らしくやってほしいなと思っているだけで、やはり３月は特別な定

例会だから、それに見合ったことをうちの町が率先してやれば、住民も理解を示して

くれるんじゃないかなと。３月に何でそんな質問したんだと言われるようなものじゃ

なくて、それより町長や教育長が言ったことに対してもっと聞いてくれたほうがいい

んじゃないのかということだと思うんだよね。それからでもまだ３回個人の一般質問

をやれるわけだから、代表というとちょっと重たく感じるからみんな辛いのかもしれ

ないけど、せっかく委員会活動をやったその集大成を出してくれればいいだけの話だ

から。せっかくはれっぱができて人口も増えたりしてきて、そのあとはどうするんだ

って。そこに商工会が大きく関わってくるにはどうするんだとなると、月形がやって

いることみたいに組み入れてやっている所もあるんだけど、うちの町で考えはあるの

かって、それだけでいいんだから。何だか大した立派な質問をしようとして難しく考

えているのかもしれないけど、意外に簡単だと思うんだけど。そしてなおかつ今年は

町長選があるから、この９月はもしかしたら新しい町長になるかもしれない。だから

今は逆に言えば一番大事な時だし、もしかしたらそこで出た一般質問の中で公約にな

るかもしれない。そういう大事な時にやっぱりみんなで、個人のものよりみんなの総

意としてやったら大分違うんじゃないかなと。そういうアピールの仕方を、これだけ

１１人もいたらやってもおかしくないんじゃないかなというのが自分の感覚で、でき

ないならできないで簡単な話だから。個人の今すぐ必要ではないような一般質問がた
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くさん溜まっているのかもしれないけど、そうではなくて今やらなきゃというものを

してほしいなと思っているだけの話で、それをみんなでやれば意見が出るんじゃない

かなと。単純に執行方針についてきちんとはめていけば、材料はいくらでもあるから。

だから３月に質問して、それを今度はまた町長はそうやって答えたけど違うんじゃな

いですかぐらいの質問をしたら格好いいと思うけど。 

西股委員長  今そういう議長からのお話もあったわけですが。 

側瀬議長  せっかく視察でいろんな所を見て歩いているのに、その集大成が何も出

てこないというのはどうなのかなと思っているだけだから。 

西股委員長  もう今実際に各委員会に振ってやっていますけれども、最終的な目標

というのはやはりこの１１人の代表としての質問ができるかどうかの話になってく

るのかなと。 

側瀬議長  代表質問と言うからわるいけど、委員会質問をやってほしいということ

だから。そうしたらもう関わった団体もみんなそれに関わった質問をすればいいだけ

の話だから。多分それだけで喜んでくれるだろうし、やるかやらないかというのは町

だから。そこに追及していないから、ほかの団体に任せないで町で盆踊りなんかをや

るという話になるんだから。まだまだやらなきゃならない団体があるんだけど、そん

なの一つも動かないから。 

西股委員長  ほかに皆さんからの意見は何かないですか。 

側瀬議長  とりあえず、今回一般質問をしようかと思っている人は何人いるんです

か。個人のもので大変だから代表質問に目も行かないんだな。だけど大体３月のを毎

年見ていると、執行方針にどこか引っかかっているけど、今やらなくてもいいだろう

という質問も多いような気はするんだよね。 

星委員  ちょっと伺いたいんですけれども、産経のほうはどういう流れで代表質問

について協議しているんでしょうか。立候補式だとか、例えば全員で協議してどうい

う流れで決まったのか。 

西股委員長  全員で協議して、どうぞどうぞって。 

星委員  その質問内容というのはみんなから出しあったんですか。 

西股委員長  それはこれからやります。 

側瀬議長  執行方針が今日出たから、それを見なかったらわからないので。 

石川委員  題材とかの協議は既にやっているんですけども、それを執行方針と照ら

しあわせた中で最終結論を出そうということです。とりあえずは私が今回はリーダー

シップを取ってやろうと思っています。 

側瀬議長  やはりはれっぱもああなったんだから、住民も理解しているんだから、

はれっぱがあれだけ人を寄せているその流れをこちらに持ち込めないのはどうやっ

たらいいか町は考えているのかとか、そうやったら商工会とかにもみんなつながって

いくでしょう。みんなでやりましょうというスタイルに持っていく要所質問も必要な

んだって。だからって今まで代表質問なんて２回しかやったことはないからね。 

西股委員長  まあ、委員会質問という形で今回は産経のほうでやるということで。 

側瀬議長  それで反応が薄かったらまた考えればいいので、やらないでいろいろ考

えたってだめだから。 
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西股委員長  まあ、できる限りこういう機会を利用して、うまく一般質問していく

という流れに乗ればいいのかなというふうに思っております。そういうことでまとめ

させてもらってよろしいでしょうか。（はいの声） 

では、その他なんですが、今日は議長のほうから議長会のアンケート調査の結果と

いうことで話がありますので、これは議員報酬の関係ですね。 

側瀬議長  実際に自分もまだ全然読んでもいないし、だから全国的にというのは平

均値をとった数字だとか、そして報酬を上げた所はその理由までは書いていないんだ

けども、世の中はもう動いているということだけわかってくれればいいので。いろん

なことを聞かれた時に、その数値だとかいろんなことを頭に入れながら町民と会話し

てくれれば、私たちの町でなくてよそでこうだからとか、そういうふうに使ってくれ

ればいいかなと。それは最後には議運の委員長がまとめてくれるわけだから、よろし

くお願いします。だからこれはうちらが求めた資料ではなくて議長会から来ていると

いうことなので、もう世の中で動いて、３年後には相当数変わってくるだろうと予測

しているので。 

西股委員長  いずれにしても、前のまち特で議員報酬の関係ですとかなり手不足だ

とか、投票率をどうしようかという話をしているわけですから、そういう中にもこの

議員報酬の部分というのはどういうふうに影響できるかということは皆さんでよく

読んでいっていただきたいなというふうに思っております。機会があれば、まずは議

運のほうでまとめていただいたものに対して、またまち特のほうにかけて皆さんで協

議していきたいなというふうに思っておりますが、よろしいでしょうか。（はいの声） 

側瀬議長  多分まだまだお盆ぐらいになったら情報が飛んでくると思うから、それ

を見ながら同じ立場で考えて、あとは町民がどう思うかの世界だけなので。あとは定

数についても大体結果が出ているけどね。だから奇数にするのか偶数にするのがいい

のか、まずそこから議論が始まらないと。ただ１人落として、そこで報酬を上げたと

いうふうに見られないようにしなければならないので。ただほかは結構、みんな減ら

してちょうどその報酬を振りまいているだけだから。その振りまき方も高齢者には薄

く、若い人に厚くというようにやって、それも北海道でもあるから。ただその根拠が

何もないので。 

西股委員長  いずれにしても、どれだけ議員として活動しているのかという部分に

基づいて議員の報酬というのが出されるような形にしていければなというふうに思

います。これからの検討課題だということで、ひとつよろしくお願いしたいと思いま

す。 

とりあえず全体的には終わったのですが、このほかに何か協議していただきたいこ

とだとか、何かあればお聞きします。 

西股委員長  そのほかで何かありますか。（なしの声） 

なければ終了してよろしいでしょうか。（はいの声） 

お疲れさまでした。 

  

（午後 ２時４８分 終了） 

 


